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親子読書
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学校HP

涙するような感動、わくわく、ハラハラ、ドキド

キする体験、深く考えさせられる体験など、子ども

たちの成長にとって、心が揺さぶられる“感動体験”

は、なくてはならないものだと

を比較的簡単に

い・読書体験

しかし、子どもたち

イタイ」、「スマホ」等を使っ

ているのが実情です。

だ多くはありません

読書によって、考える力が養われ、ものの見方・

とらえ方が広がったり、心が豊かになったりします。

もちろん、学力向上の基盤

本年度も、学校図書館司書

なって魅力ある図書館づくりを

考えています。

りたくなる

す。季節の節目節目に“おすすめ図書”を積極的に

紹介していきたいと考えています。

言葉と出会う、登場人物と出会う、そして、多様

な価値観と出会う読書体験は、豊かな人生をもたら

してくれます。

るために、学校と家庭が協力し、大人の側からの適

切な働きかけが

ご家庭におかれまして

てみえるご家庭もあるかと思いますが、

本を読み、感想を伝えあったりする親子読書（ファ

ミリー読書）を始めていただいては

うか。 

  

23 日（水）は、「こども読書の日」
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ているのが実情です。本を手に取る生徒は
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親子読書（ファミリー読書）「1 学期おすすめ図書５冊」 

 

 

 

学年 No 本の名前 作者 あらすじ等・メモ 

 

 

１ 

 

年 

 

生 

１ 
  僕とおじいちゃんと 

魔法の塔 
香月 日輪 

小６の男の子が、幽霊となっているお爺ちゃん

の家に住み込んで・・・。 

２ 
冒険者たち ガンバと 

 １５ひきの仲間たち  
斎藤 惇夫 

自分自身が戦っているようなハラハラドキド

キ感が味わえます。 

３ 都会のトム＆ソーヤ はやみねかおる 
2 人の中学 2 年生が、学校や街中でいろいろな

イタズラをし、冒険をしていく物語。 

４ ぼくらの七日間戦争  宗田 理 
1 学期就業式の日に中学 1 年 2 組の男子生徒

が突然姿を消した。 

５ バッテリー  あさのあつこ 
野球に関しては天才的な原田功が、ピッチャー

として成長していく物語。 

 

 

２ 

 

年 

 

生 

 

１ 兎の眼  灰谷 健次郎 
新任の小谷先生が、小１の鉄三少年に向き合っ

て成長していく物語。号泣です。 

２ 鬼の橋  伊藤 遊 
平安時代の実在の人物が、少女との交流で大人

に成長していく物語です。 

３ リズム  森 絵都 
主人公は中学生のさゆき。中学生の気持ちを見

事に表現している。自分も大丈夫と思えます。 

４ しゃばけ  畠中 恵 
病弱な若旦那とかわいい妖怪たちが、事件を解

決していきます。いやされます。 

５ 月神の統べる森で  たつみや 章 
縄文時代、大自然の神々に感謝をささげ生活し

ていたところに海の民があらわれて・・・。 

 

 

３ 

 

年 

 

生 

１ ボックス  百田 尚樹 
いじめられっ子がボクシング部に入部。人は変

われる、成長できる。勇気がみなぎります。 

２ 
 「また、必ず会おう」 

と誰もが言った  
喜多川 泰 

高校生が主人公。“生き方のヒント”がてんこ

盛りです。生きるって素晴らしい！を実感。 

３ モモ  M．エンデ 
灰色の時間どろぼうに立ち向かう少女モモの

お話です。「幸せとは何か」考えさせられます。 

４ キノの旅 １～  時雨沢 恵一 
旅人のキノが、相棒のエルメスと一緒に旅をし

ます。短編で一話完結です。考えさせられます。 

５ 図書館戦争  有川 浩 
とにかく面白いです。最初の３０ページを我慢

すれば。大爆笑の連続。元気になります。 

 

※ 教科書にのる名作や古典と呼ばれている本というよりは、“面白い！”、“引き込まれた！”といっ

た本を学年別に 5 冊あげてみました。実際には、学年にこだわらず読んでほしいと思います。ま

た、リクエストにも可能な限り応えていきたいと思いますので、連絡してください。 


